
令和６年度入試は、国公立大学合格者数(現役合格)が１１７名と、３年間の学習や進路への取り組みの成果を
示してくれました。九州大学１２名（既卒１名）、名古屋大に１名、大阪大学に３名など多くの生徒が難関大学
への合格を果たしました。立命館大学２３名、西南大学２５名（既卒１名）など有名私立大学入試でも健闘して
います。また、総合型選抜試験にチャレンジする生徒も増えており、令和５年度は１６名の生徒が合格を勝ち取
りました。これだけの成績を収めてくれたことは素晴らしいことであり、最後の最後まで粘り強く取り組む姿勢
がこの好結果に結びついたように思います。私立大学や短期大学、看護学校合格者も多数います。今後とも、そ
れぞれの将来へ向けて力強く歩んでいってほしいと思います。 
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国立大学 現役生 卒業生 合計 私立大学 現役生 卒業生 合計

名古屋大学 1 1 国際医療福祉大学 3 3

大阪大学 3 3 慶応義塾大学 1 1

九州大学 11 1 12 国士舘大学 1 1

室蘭工業大学 1 1 芝浦工業大学 1 1

筑波大学 2 2 上智大学 1 1

電気通信大学 1 1 津田塾大学 1 1

東京農工大学 1 1 帝京大学 1 1

奈良女子大学 1 1 東海大学 7 1 8

岡山大学 2 2 東京理科大学 1 1

広島大学 2 2 日本体育大学 2 2

山口大学 3 3 明治大学 1 1

愛媛大学 1 1 立教大学 2 2

高知大学 1 1 京都産業大学 3 1 4

九州工業大学 4 1 5 同志社大学 8 8

福岡教育大学 5 5 立命館大学 23 23

佐賀大学 18 1 19 関西大学 5 5

長崎大学 15 15 近畿大学 5 1 6

熊本大学 9 9 関西学院大学 1 1

大分大学 2 2 九州産業大学 19 1 20

宮崎大学 7 1 8 久留米大学 26 26

鹿児島大学 4 1 5 西南学院大学 24 1 25

琉球大学 1 1 中村学園大学 9 9

合　　計 95 5 100 福岡大学 75 75

福岡工業大学 24 2 26

公立大学 現役生 卒業生 合計 西九州大学 30 30

東京都立大学 1 1 長崎国際大学 8 8

愛知県立大学 1 1 崇城大学 4 4

大阪公立大学 2 2 その他 73 4 77

兵庫県立大学 1 1 合　　計 358 12 370

神戸市外国語大学 1 1

公立鳥取環境大学 1 1 短期大学 現役生 卒業生 合計

新見公立大学 1 1 大分県芸文化短大 3 3

山口東京理科大学 1 1 中村学園短大 2 2

山口県立大学 1 1 その他

北九州市立大学 0 1 1 合　計 5 5

長崎県立大学 11 11

名桜大学 1 1 看護学校・専門学校 現役生 卒業生 合計

合　　計 22 1 23 好生館総合看護学院 7 7

嬉野医療附看護 3 3

佐世保市立看護 1 1

武雄看護リハ 1 1

文部科学省管轄外大学校 現役生 卒業生 合計 佐賀コンピュータ専門学校 1 1

防衛医科大学校 1 1 その他 7 7

水産大学校 1 1 合　　計 20 0 20

合　　計 2 2

国公立大学合計 117 6 123
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● 令和５年度卒業生進路状況 ● 

武雄高校だより 
質実剛健・報恩感謝  

裏面も 

あります 



４月３０日（火）に、前期会長選挙の立会演
説会および投票が行われました。２年生より２
名の立候補者が、校則の改正や学校生活をより
よく過ごすための取り組みなどの公約を掲げ
て演説をおこないました。生徒たちは真剣なま
なざしで演説に耳を傾けていました。 
 立会演説会後、投票が行われました。本校で
は、選挙管理委員による生徒証明書の確認のの
ち、投票用紙が配布されます。投票台や投票箱
は実際の選挙で用いられるものを借りてきて
おり、実際の選挙と同様の手順で実施していま
す。学校内の選挙ではありますが、立候補者の
意見を聞き、考えて投票するという選挙権の行
使について、ぜひ考えてほしいと思います。 

５月２日（木）に、青陵中学校と合同で、開校記念式典および開校記念遠足がおこなわれました。 
 青陵中学校運動場に、武雄高校生、青陵中学校生、合わせて約１０００名が集い、武雄高校の下村校長より３つの
山（山口尚芳、歌垣山、春の季語“山わらう”）について、青陵中学校の古賀校長より学校の歴史や校歌について訓
話を頂きました。その後、中高の生徒会主導による〇×クイズ大会がおこなわれました。まずは、全学年を縦割り
にしたチームを作り、チーム内で自己紹介をして親睦を深めました。クイズは、武雄市に関するもの、本校に関する
もの、中高の生徒会長によるリフティング対決の勝敗予想などグループ内での話し合いが必須なものになっており、
どのチームも楽しそうに意見を出し合っていました。答えが発表されると歓声が上がるなど、大盛況でした。全問
正解のチームが多数出たため、最後は生徒会長とのじゃんけんで優勝チームを決定しました。 
 開校記念遠足では、片道約７ｋｍの道のりを歌垣山公園まで歩きました。元気いっぱいに先を急ぐ生徒もいれば、
楽しく話をしながらのんびり歩く生徒もおり、ペースはそれぞれでしたが、無事に公園までたどり着くことができ
ました。 
 昼食休憩後の出発前に全体で集合し、中高の生徒会長挨拶がおこなわれました。高校の生徒会長は下村校長先生
の訓話にでてきた季語を用いて一句「山わらう 山道くだり 膝わらう」と一句詠んでくれました。そして、最後
は、中高生全員で佐賀平野に向かって大きな声で『ヤッホー！』と叫び、開校記念遠足を締めくくりました。 
 歌垣山公園のトイレ清掃や帰路でのごみ拾いなど、多くの生徒が自発的にボランティア清掃にも取り組んでくれ
ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 校外活動体験報告会 ● 

 

● 開校記念遠足 ● 

 

● 令和６年度 前期生徒会長選挙● 

１年生を対象に、昨年度の校外活動参加者による体験報告会が行われました。 

参加者は校外活動を通して視野が広がり、自身の成長を感じたようです。 

【報告内容】 

「日本の次世代リーダー養成塾」、「高校生平和大使」、「海外留学」 

「JICA九州高校生国際協力実体験プログラム」 


